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顕微X線分光による機能性材料の電子状態可視化と
物性・反応との相関研究

課題番号 2021S2-003

2018年度からBL-13Bの共用光電子分光装置（SES200装置）の高度化を2018S2-005課題で実施し，2021年度には

70 μm（水平）×12 μm（垂直）の最高空間分解能で顕微光電子分光（ARPES, XPS）測定と顕微X線吸収分光測定が

行えるようになった。本課題では，前課題でスタートさせた研究をさらに発展させ，早い段階でインパクトのある研究成果をBL-13Bの
活用事例として発表し，本顕微分光システムの性能を広くアピールして新規利用者を呼び込む起爆剤にする。研究では様々な機能

性材料の構造的に不均一な局所領域を含む表面において，その元素組成分布や化学活性，電子状態を2次元イメージとして視覚

化し，座標に紐づけられた複数の物性間の相関を解析することで機能発現を視覚的に捉えることを目指す。

Visualization of surface electronic properties of functional materials 
by micro X-ray spectroscopy and correlation analysis of physicochemical factors

BL-13の光源

挿入光源： APPLE IIアンジュレータ
分光器： 可変偏角不等刻線間隔平面回折格子

（300 本/mmと1000本/mm回折格子）
hν範囲： 48～2000 eV

出射スリット 100µmでの後置鏡電流の光エネルギー依存性。
J. Synchrotron Radiat. 29, 400 (2022).

BL-13Bの集光

後置鏡： 1.0 : 0.4 トロイダルミラー
Rt = 43.0 m, Rs = 0.0399 m

集光点： 後置鏡の下流 800 mm

集光点での水平偏光ビームプロファイルのエネルギー依存性。
J. Synchrotron Radiat. 29, 400 (2022).

空間分解能

XPS測定： hν = 400 eV，C 1sピーク
XAS測定： C K吸収端（285.2 eV），全電子収量（試料電流）

C K吸収端とC 1s光電子ピーク強度によるCuメッシュ（#200）の2次元像。
J. Synchrotron Radiat. 29, 400 (2022).
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1000 eV以下で
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試料マニピュレータ i GONIOの改良
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※ 2018S2-005課題の成果も含む。出版論文i GONIO-FC ２号機

i GONIO-FC １号機小型化，可動域の広範化，熱絶縁性の向上，高い摺動性を達成。
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課題有効期間

2021年度
第二期

2024年度
第一期

今後の目標 ： 成果創出，ならびに顕微分光の特長を生かせるサイエンスケースの発掘を目指す。
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